
問

コ
ロ
ナ
禍
で
の
市
民

活
動
や
、
地
域
活
動
へ
の

影
響
は
ど
う
か
。

市
長

イ
ベ
ン
ト
や
地
域

行
事
の
中
止
・
縮
小
が
余

儀
な
く
さ
れ
た
。

ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
の
観
点

か
ら
、
全
て
の
コ
ミ
セ
ン

の
ホ
ー
ル
等
に
順
次
、
公

衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
環
境
を

整
備
す
る
。

今
年
度
は

施
設
に
整

10

備
予
定
で
あ
る
。

問

物
価
高
騰
に
よ
る
昨

年
度
決
算
や
、
今
年
度
予

算
へ
の
影
響
は
ど
う
か
。

市
長

事
業
費
の
積
算
見

直
し
や
工
期
延
長
、
納
期

設
定
の
見
直
し
な
ど
、
様

々
な
事
業
に
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
。

昨
年
度
の
事
例
で
は
、

鶴
岡
公
園
正
面
広
場
の
工

事
で
、
資
材
調
達
に
日
数

を
要
し
、
工
期
延
長
し
今

年
度
に
繰
越
し
た
。

今
年
度
予
算
の
事
例
で

は
、
朝
暘
５
小
改
築
事
業

や
加
茂
水
族
館
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
事
業
、
消
防
自
動
車

の
入
札
不
調
・
再
入
札
な

ど
が
あ
る
。
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鶴
岡
市
議
会
９
月
定
例
会
が
６
日
開
会
さ
れ
、
日
本

共
産
党
市
議
団
を
代
表
し
て
菅
井
巌
議
員
が
、
①
コ
ロ

ナ
禍
と
物
価
高
騰
の
も
と
で
の
市
の
決
算
と
予
算
、
②

農
産
物
の
価
格
低
迷
、
③
雇
用
労
働
の
実
態
と
小
規
模

事
業
者
支
援
、
④
コ
ロ
ナ
禍
の
医
療
と
介
護
、
福
祉
の

現
状
に
つ
い
て
、
総
括
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
・
物
価
高
騰
の
影
響
は

問

米
価
は
低
迷
し
た
ま

ま
で
、
だ
だ
ち
ゃ
豆
は
盆

前
か
ら
市
場
価
格
が
急
落

し
、
本
市
の
主
力
品
目
の

価
格
動
向
は
ど
う
か
。

市
長

昨
年
産
「
は
え
ぬ

き
」
の
今
年
７
月
の
価
格

が
、

㌔
１
万
２
４
５
７

60

円
で
前
年
産
よ
り
安
い
。

だ
だ
ち
ゃ
豆
は
他
産
地

と
の
競
合
も
あ
り
、
８
月

中
下
旬
か
ら
価
格
が
低
迷

し
、
値
決
め
販
売
な
ど
で

一
定
の
単
価
下
支
え
は
あ

る
が
、
販
売
額
へ
の
影
響

は
生
じ
る
。

砂
丘
メ
ロ
ン
は
収
量
減

だ
が
、
単
価
が
堅
調
で
販

売
額
は
平
年
並
み
だ
。

懸
念
さ
れ
た
花
き
に
つ

農
産
物
の
価
格
低
迷
、
肥
料
価
格
高
騰

い
て
は
、
高
単
価
を
維
持

し
て
い
る
。

問

肥
料
、
飼
料
、
燃
油

・
資
材
等
が
高
騰
し
、
ど

う
乗
り
き
っ
て
ゆ
く
か
。

市
長

国
・
県
の
支
援
事

業
の
活
用
を
基
本
と
し
、

市
の
独
自
支
援
策
を
引
続

き
検
討
し
た
い
。

各
種
補
助
事
業
の
周
知

や
活
用
を
十
分
に
図
り
、

Ｊ
Ａ
等
と
も
連
携
し
て
対

応
し
て
ゆ
く
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
就
労
先
の
変
化
は

問

コ
ロ
ナ
禍
で
の
就
労

先
の
変
化
や
、
非
正
規
雇

用
の
実
態
は
ど
う
か
。

市
長

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
鶴

岡
の
令
和
４
年
７
月
の
有

効
求
人
倍
率
は
１
・

倍
97

で
、
新
卒
高
校
生
は
３
・

倍
だ
。

12
特
に
建
築
や
土
木
、
製

造
業
は
求
人
倍
率
が
高
い

傾
向
に
あ
る
。

正
社
員
の
有
効
求
人
倍

率
は
１
・

倍
で
、
前
年

57

同
月
比
で
上
昇
し
、
市
が

行
っ
て
い
る
正
社
員
化
促

進
事
業
奨
励
金
事
業
を
活

用
し
、
今
年
度
も
約

人
30

が
見
込
ま
れ
る
。

問

介
護
や
保
育
分
野
な

ど
の
ケ
ア
労
働
の
実
態
は

ど
う
か
。

市
長

介
護
分
野
の
有
効

求
人
倍
率
は
２
・

倍
62

で
、
医
療
と
保
育
分
野
で

も
全
職
種
の
求
人
倍
率
よ

り
高
い
。

市
の
調
査
で
は
、
民
間

保
育
施
設

園
中

園
で

50

14

人
材
不
足
に
あ
り
、
「
運

営
に
支
障
が
あ
る
」
と
回

答
し
て
い
る
。

短
時
間
勤
務
者
の
増
加

に
対
応
し
た
交
代
勤
務
者

の
確
保
と
、
職
員
の
出
産

育
児
休
暇
に
対
応
し
た
代

替
職
員
の
確
保
に
、
影
響

が
出
て
い
る
と
聞
く
。

問

小
規
模
事
業
者
の
苦

悩
の
声
が
あ
り
、
市
独
自

の
経
営
継
続
支
援
事
業
の

再
支
援
は
な
い
か
。

市
長

実
態
把
握
の
た

め
、
鶴
岡
商
工
会
議
所
及

び
出
羽
商
工
会
と
共
同
で

調
査
を
行
っ
て
い
る
。

２
月
～
６
月
対
象
の
調

査
を
７
月
に
実
施
し
、
市

Ｈ
Ｐ
に
公
表
し
て
い
る
。

売
上
が
「
コ
ロ
ナ
以
前

と
比
較
し
て
下
回
っ
て
い

る
」
と
の
回
答
が

・
４

54

％
で
、
宿
泊
業
と
飲
食
業

で
は
依
然
と
し
て
厳
し
い

状
況
に
あ
る
。

県
が
「
原
油
価
格
・
物

価
高
騰
緊
急
支
援
給
付
金

事
業
」
を
実
施
し
て
い
る
。

現
時
点
で
は
、
小
規
模

事
業
者
経
営
継
続
支
援
事

業
の
再
実
施
は
予
定
し
て

な
い
が
、
国
と
県
の
支
援

策
活
用
を
促
し
な
が
ら
、

市
独
自
の
支
援
対
策
実
施

に
つ
い
て
も
検
討
し
た

い
。

医
療
・介
護
・福
祉
の
現
状
は

問

医
療
現
場
の
状
況
は

ど
う
か
。

市
長

市
内
診
療
所
で
実

施
し
た
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
検

体
集
積
所
へ
の
持
ち
込
み

数
は
、
第
７
波
ピ
ー
ク
の

８
月
が
１
日
平
均

件
86

で
、
最
も
多
い
日
で
１
７

２
件
と
急
増
し
た
。

医
療
従
事
者
の
感
染

や
、
濃
厚
接
触
者
と
な
る

ケ
ー
ス
も
多
く
、
医
療
現

場
の
マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
が

懸
念
さ
れ
る
。

問

Ｐ
Ｃ
Ｒ
無
料
検
査
の

対
応
状
況
は
ど
う
か
。

市
長

荘
内
病
院
に
開
設

し
て
い
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
自
主
検

査
セ
ン
タ
ー
の
実
績
は
、

令
和
４
年
２
月
の
開
所
以

降
、
２
３
３
３
件
の
検
査

が
行
わ
れ
た
。

陽
性
件
数
は

件
で
、

39

陽
性
率
は
１
・

％
で
あ

67

る
が
、
８
月
の
陽
性
率
は

２
・
２
％
で
、
上
昇
の
状

況
に
あ
っ
た
。

問

介
護
、
障
害
福
祉
サ

ー
ビ
ス
で
の
通
所
や
、
訪

問
系
サ
ー
ビ
ス
事
業
へ
の

影
響
は
ど
う
か
。

市
長

介
護
の

事
業
所

17

と
、
障
害
福
祉
の

事
業

14

所
の
通
所
訪
問
事
業
所

で
、
感
染
拡
大
防
止
の
面

か
ら
、
事
業
所
判
断
で
の

臨
時
休
止
に
つ
い
て
把
握

し
て
い
る
。

影
響
と
し
て
、
利
用
者

の
サ
ー
ビ
ス
回
数
の
減
少

や
、
そ
れ
に
伴
う
事
業
所

の
収
入
減
少
が
あ
り
、
職

員
体
制
の
維
持
に
支
障
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

（
２
面
に
つ
づ
く
）



加
茂
地
区
の
風
力
発
電

施
設
の
設
置
計
画
に
つ
い

て
、
出
羽
三
山
の
自
然
を

守
る
会
（
鈴
木
勝
也
会
長

代
理
）
は
７
日
、
皆
川
治

鶴
岡
市
長
に
対
し
て
、
計

画
の
中
止
を
求
め
る
要
望

書
を
提
出
し
ま
し
た
（
左

記
・
要
望
書
）
。

守
る
会
の
佐
久
間
憲
生

理
事
長
と
、
庄
内
自
然
調

査
会
の
水
野
重
紀
代
表
が

鶴
岡
市
役
所
を
訪
問
し
、

菅
井
巌
議
員
も
同
行
し
ま

し
た
。

市
長
「
ラ
ム
サ
ー
ル
湿

地
に
望
ま
し
く
な
い
」

皆
川
市
長
は
、
山
形
県

の
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
活
用
可
能
性
調
査
報
告

書
」
で
、
ラ
ム
サ
ー
ル
湿

地
は
「
望
ま
し
く
な
い
地

域
」
と
し
て
い
る

と
説
明
し
、
「
し
っ

か
り
検
討
が
必
要

と
考
え
て
い
る
」

と
述
べ
ま
し
た
。

９
月
議
会
一
般

質
問
で
、
菅
井
巌

議
員
と
草
島
進
一

議
員
が
、
こ
の
問

題
を
取
り
上
げ
ま

し
た
。

土木課入札結果（ ）内は予定価格
9月8日入札分

・市道神馬沢１号線神馬沢橋橋梁補修設計業務（小国地内）（入札9業者）
(株)榎本測量設計事務所 2,700,000円（2,760,000円）

期間～5/1/13（落札率97.83％）
・市道十王堂橋線（十王堂橋）道路改良工事（三瀬地内）（入札6業者うち2業者辞
退）
菅原建設(株) 111,000,000円（113,080,000円）工期～5/3/28（落札率98.16％）

櫛引庁舎市民福祉課入札結果（ ）内は予定価格
9月8日入札分

・くしびき温泉ゆ～Town２階男子浴室天井改修工事
不調

雨水事務室入札結果（ ）内は予定価格
9月6日入札分

・市公共下水道事業 雨水道形第１排水区調査測量設計業務（宝田一丁目地内ほか）
（入札10業者）
(株)鈴木測量事務所 15,500,000円（16,030,000円）期間～5/3/24（落札率96.69％）

２０２２年９月７日

鶴岡市長 皆 川 治 殿

出羽三山の自然を守る会

会長代理 鈴 木 勝 也

鶴岡市加茂地区の風力発電計画について（要望）

初秋の候、貴職ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。

日頃より、市政発展のため、ご活躍されておりますことに心より敬意を表し

ます。

この度、ジャパン・リニューアブル・エナジー（株）が鶴岡市加茂地区に発

電用大型風車の建設を計画しているとのことです。

当会はこの建設について、下記の通り強く要望します。

要望事項

加茂地区の風力発電計画は中止させていただきたい。

要望理由

１ 計画されている地域は、２００８年１０月にラムサール条約に指定された

「大山上池・下池」に隣接します。高館山や都沢湿地を含めて約200種の野鳥

が確認され、秋にはコハクチョウ・マガモを中心とした冬鳥の飛来地となって

おり、その貴重さは周知のことです。

また、これらの渡り鳥のルートにもあたり風車に対する野鳥の衝突の可能性

が高く危険です。

２ 計画されている加茂地区は日本遺産として「荒波を越えた男たちの夢が紡

いだ異空間～北前船寄港地・船主集落～」として２０１９年に追加認定された

地域です。

この認定にあたり、当時の鶴岡市は２０１７年に既に指定されていた酒田市

と同等の貴重な地域である事を強調して追加認定に至ったもので、自他共に大

切にしなければならない地域です。

鶴岡市のガイドラインでも日本遺産には風力発電施設は設置しない、として

います。

３ 高館山から荒倉山、由良に至る尾根筋は現在、「日本海アルプス」と紹介

され、低山の山歩きに広く利用されております。また多くの山野草が自生し、

帰化植物が少なく自然度の高い、市民が手軽に訪れることのできる花の山とし

て脚光を浴びております。計画はこの地帯にあって、市民の利用は制限され自

然の破壊につながるだけでなく、景観をも壊します。

４ 計画されている地域は住宅地と隣接し、鶴岡市の風力発電施設の建設に関

するガイドラインの、住宅地から６００ｍ以上離れていることに抵触します。

なお、この件について市長のお考えを伺いたく、９月末までご返事をお待ち

しています。

（
１
面
の
つ
づ
き
）

問

生
活
保
護
利
用
者
の

現
状
は
、
２
０
１
３
年
か

ら
の
段
階
的
基
準
引
き
下

げ
に
よ
っ
て
、
食
費
や
光

熱
費
な
ど
生
活
扶
助
費
の

基
準
額
が
平
均
６
・
５
％

削
減
さ
れ
た
。

物
価
高
騰
で
食
品
の
値

上
げ
は
年
内
に
２
万
品
目

を
超
え
る
と
い
わ
れ
る
。

削
減
さ
れ
て
き
た
生
活

保
護
基
準
と
、
冬
季
加
算

の
引
き
上
げ
を
求
め
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

市
長

生
活
保
護
基
準
は

５
年
に
一
度
の
国
の
社
会

保
障
審
議
会
で
、
国
民
の

消
費
動
向
や
社
会
経
済
情

勢
な
ど
勘
案
し
て
改
正
さ

れ
る
。

物
価
高
騰
の
状
況
や
影

響
を
注
視
し
な
が
ら
、
国

と
県
に
状
況
を
伝
え
る
。


